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石川県立七尾東雲高等学校 

重点目標 具体的取組 実現状況の達成度判断基準 集計結果 分析（成果と課題）及び次年度の扱い（改善策等） 

 
１ 

 
学習環境の充実と「主体的・対

話的で深い学び」を目指した授

業づくり【わかる授業による指

導】 

① 基礎学力の定着を目標に、１０分

間の朝学習にしっかり取り組ませ

る。 

真面目に朝学習に取り組んでいると答える生

徒の割合が 

 Ａ ９０％以上 

 Ｂ ８０％以上 

 Ｃ ７０％以上 

 Ｄ ６０％未満 

Ｂ 評価 ８２％ 
（今年度 新規） 

【生徒の学校評価（12 月）】  

よくあてはまる 33% 

ややあてはまる 49% 

今年度から朝学習の時間を 5 分から 10 分に延長し実施した。生徒が

積極的に取り組めるよう学年ごとに内容を工夫して取り組んできた。

1・2 年生と比較して進学、就職を控える 3 年生の取り組みが良くな

っている。生徒のモチベーションを高める内容の検討が求められる。 

② わかりやすい授業づくりの一環と

して、特にクロムブック等のＩＣ

Ｔ機器を効果的に活用した授業づ

くりに努める。 

生徒による授業評価（実習科目を除く）におい

て「ＩＣＴ機器を活用している」と回答する評

価が 

 Ａ ８０％以上 

 Ｂ ７０％以上 

 Ｃ ６０％以上 

 Ｄ ６０％未満 

Ａ 評価 ８３％ 
（昨年 = 88%） 

【生徒の授業評価（12 月）】 

あてはまる 54.0%  

だいたいあてはまる 29.3% 

生徒による授業評価では、教員が「ＩＣＴ機器を活用している」と回

答する肯定的評価は 83％であった。７月の 82％から若干上昇しＡ評

価となった。クロムブック等の活用は教科によってばらつきがある。

「わかりやすい授業」につなげるための道具として今後も活用方法の

改善に取り組んでいきたい。 

③ 主体的・対話的な授業づくりを目

指し、発表活動を効果的に取り入

れ、生徒が意欲的に授業に取り組

めるようにする。 

生徒による授業評価において「生徒が発言や発

表、学びあいをする場面が大変多い」と回答す

る評価が 

 Ａ ８０％以上 

 Ｂ ７０％以上 

 Ｃ ６０％以上 

 Ｄ ６０％未満 

Ａ 評価 ８９％ 
（昨年 = 89%） 

【生徒の授業評価（12 月）】 

あてはまる     52.5% 

だいたいあてはまる 36.0%  

生徒による授業評価において、「生徒が発言や発表をおこなう場面が

多い」と回答する肯定的評価は 89％となった。昨年度も 89％で、高

水準を維持できた。発表場面を作りにくい教科もあるが、今後も生徒

が発言や発表する場を増やしていけるよう授業改善に取り組んでい

きたい。 

④ わかりやすい授業づくりを目指

し、板書や教材、話し方や説明など

を工夫する。 

生徒による授業評価において「授業を受けてよ

く理解できたと感じる」と回答する評価が 

 Ａ ８０％以上 

 Ｂ ７０％以上 

 Ｃ ６０％以上 

 Ｄ ６０％未満 

Ａ 評価 ９２％ 
（昨年 = 93%） 

【生徒の授業評価（12 月）】 

あてはまる    58.7%  

だいたいあてはまる 33.7%  

生徒による授業評価において、「授業を受けて理解できたと感じる」

と回答する肯定的評価は 94%であった。昨年度は 93％で高評価を維持

している。習熟度授業等、「わかる授業」の推進が上手く機能し、授

業の改善や工夫が進んだと考えられるので、継続して取り組んでいき

たい。 

学校関係者評価委員会の評価 「わかる授業」づくりのための工夫や授業改善について、今後も取組をすすめてほしい。 

学校関係者評価委員会の評価結果

を踏まえた今後の改善方策 
朝学習の実施時間、学習内容の検討やＩＣＴ機器の効果的活用、生徒が発言や発表する場を増やす授業改善に取り組んでいく。 

 

 

 

 

 

    



       

重点目標 具体的取組 実現状況の達成度判断基準 集計結果 分析（成果と課題）及び次年度の扱い（改善策等） 

２ 生徒の適性に応じた志望進路

の実現 

① 生徒が主体的に将来の進路をし

っかり考え、進路実現に向けて取

り組むよう、各行事の事前・事後

学習を充実させる。 

学校の進路説明会、企業見学等が、主体的に

将来を考える上で役立っているとする肯定的

評価が 

 Ａ ９０％以上 

 Ｂ ８０％以上 

 Ｃ ７０％以上 

 Ｄ ７０％未満 

Ｂ 評価 ８６％ 
（昨年 = 89%） 

【生徒の学校評価（12 月）】 

よくあてはまる 32% 

ややあてはまる 54% 

1 年生が 81％、2 年生が 88％、３年生が 89％となっている。 

全学年で昨年比減となった。1 年生は学年と連携し、進路学習をよ

り強化していくことが必要である。２,３年生は微減したが、高い

数字を維持していて、進路学習が進路意識向上につながっている。

来年度も生徒のニーズに応えた活動を企画していきたい。 

② 生徒と保護者が進路について話

し合う機会を持てるよう、資料や

情報を活用しながら面談等で働

きかけ、生徒の進路意識の高揚を

図る。 

家庭で、生徒・保護者が将来の進路について、

話しているとする肯定的評価が 

 Ａ ８０％以上 

 Ｂ ７０％以上 

 Ｃ ６０％以上 

 Ｄ ６０％未満 

Ｂ 評価 ７９％ 
（昨年 = 82%） 

【保護者・生徒の学校評価（12 月）】 

よくあてはまる  30%（保 27%、 生 33%） 

ややあてはまる 49%（保 56%、生 42%） 

 

生徒の肯定的評価で 1 年生が 61％、2 年生が 77％、3 年生は 85％と

なっている。学年が上がるごとに上昇するのは例年通りだが、1 年

生の評価が低い。親子で進路について話すきっかけ作りをしていく

ことが必要である。来年度も保護者と生徒のコミュニケーションを

深める取り組みをしていきたい。 

③ インターンシップ前に、実施の目

的を丁寧に説明し、基本的な接遇

指導を繰り返し徹底して行う。 

受け入れ事業所の実施後アンケートにおい

て、生徒の接遇に関して肯定的に評価した企

業が 

Ａ ９５％以上 

 Ｂ ９０％以上 

 Ｃ ８５％以上 

 Ｄ ８５％未満 

Ａ 評価 ９８％ 
（昨年 = 100%） 

【実習日誌研修担当者評価】 

とてもよくできた 79% 

できた      19%  

ほとんどの企業から、実習について良い評価が得られた。インター

ンシップでは 31 社 57 名が参加し、長期企業研修では 10 社で 20 名

が参加した。勤務態度はどの企業からも良い評価を得ている。今後

も生徒が自信を持って実習に臨むことができるよう、きめ細かい事

前指導を行っていきたい。 

学校関係者評価委員会の評価 生徒に向けた地元企業に関する情報発信、地元企業への就職を推進してほしい。 

学校関係者評価委員会の評価結果

を踏まえた今後の改善方策 
1，2 年生に対し地元企業についての理解を深めてもらうため、見学、説明会など企画を考えていく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    



       

重点目標 具体的取組 実現状況の達成度判断基準 集計結果 分析（成果と課題）及び次年度の扱い（改善策等） 

３ 特別活動の推進による学校の

活性化と規範意識の醸成【心

を育てる生徒指導】 

① 生徒指導課と教職員、公安委員で

「朝のあいさつ運動」に取り組む。 

生徒の学校評価において「積極的なあいさつが

できている」と回答する肯定的評価が 

 Ａ ９０％以上 

 Ｂ ８０％以上 

 Ｃ ７０％以上 

 Ｄ ７０％未満 

Ｃ 評価 ７０％ 
（昨年 = 72%） 

【生徒の学校評価（12 月）】 

よくあてはまる 24％ 

ややあてはまる 46% 

今年度も朝のあいさつ運動は、前期・後期の計 2 回、公安委員会と生

徒会役員を中心に実施したが、肯定的な回答をする生徒の割合はほと

んど変化がなかった。次年度は、挨拶運動を全教職員での取り組みと

し、さらに多くの生徒にも自主的な参加を促し、普段から挨拶の出来

る生徒が多い学校を目指していく。 

② 生徒のボランティア活動や地域へ

の貢献活動等の参加を積極的に推

進していく。 

ボランティア活動や地域への貢献活動等を通

して、ボランティア精神や自己有用感が高まっ

たとする肯定的評価が 

 Ａ ８０％以上 

 Ｂ ７０％以上 

 Ｃ ６０％以上 

 Ｄ ６０％未満 

Ｂ 評価 ７８％ 
（昨年 = 84%） 

【生徒の学校評価（12 月）】 

よくあてはまる 24% 

ややあてはまる 54%  

今年度のボランティア週間は、実行したボランティアの内容に加え

て、生徒自身の心情や周りの反応にも着目させて実施した。それによ

り、自己有用感を感じさせることができた。一方で、後期のボランテ

ィア週間は、様々な学校行事と重なり、十分な効果が得られなかった

ため、実施の時期を再検討する必要がある。今後ともボランティアの

意義や思いやりの心などについて考えさせていくとともに、様々なボ

ランティアや地域貢献活動に取り組ませていきたい。 

③ 基本的な生活習慣の確立のため、1

日の活力のもととなる朝食の習慣

化を目指した指導を行う。 

保護者へのアンケート調査において、生徒が朝

食を食べて登校すると答える保護者の割合が 

 Ａ ８０％以上 

 Ｂ ７０％以上 

 Ｃ ６０％以上 

 Ｄ ６０％未満 

Ａ 評価  ８４ ％ 
（昨年 = 83%） 

【保護者の学校評価（12月）】 

よくあてはまる 64 % 

ややあてはまる 20 % 

 

前年度の最終評価と比較して 83%から 84%と微増した。朝食をしっか

り食べるという意識が保護者、生徒に浸透し、生活習慣として確立さ

れてきている。今後も朝食を食べる意識向上に向け、取り組みを継続、

工夫していきたい。 

④ 朝の登校指導及び昼の校内巡視を

通して、頭髪服装を整えることや、

規範意識の大切さを繰り返し指導

する。 

登校指導や校内巡視の際に、生徒に声かけして

いるとする肯定的評価が 

 Ａ ９０％以上 

 Ｂ ８５％以上 

 Ｃ ８０％以上 

 Ｄ ８０％未満 

Ａ 評価 ９５％ 
（昨年 = 94%） 

【教員の学校評価（12 月）】 

よくあてはまる 40% 

ややあてはまる 55%  

今年度は、職員の生徒に対しての声かけが少し上昇した。今後も、ホ

ーム担任だけでなく、全職員が率先垂範し、生徒たちに対して、気持

ちのよい積極的なあいさつ、声かけを徹底していくよう、働きかけて

いきたい。 

⑤ いじめのない学校づくりを目指

し、学校生活全般を通して全教職

員が生徒の変化を見逃さないよう

な取組を行う。 

アンケートや面談での生徒理解や、校内巡視等

を通して、生徒の動向を把握し、いじめの未然

防止と早期対策に努めているとする肯定的評

価が 

 Ａ ９０％以上 

 Ｂ ８０％以上 

 Ｃ ７０％以上 

 Ｄ ７０％未満 

Ａ 評価 ９５％ 
（昨年=97%） 

【教員の学校評価（12 月）】 

よくあてはまる 38% 

ややあてはまる 57%  

今年度も６月と１０月に全校生徒対象に生徒指導アンケートを行い、

気になる生徒にはホーム担任が個人面談を行った。加えて、生徒の変

化を見逃さないようにアンテナを高くし、ホーム担任・部活動顧問等

が必要に応じて面談を行っている。今後も、毎日の昼休みの学年団に

よる校内巡視と生徒の動向把握を継続し、いじめの未然防止と早期対

策に努めたい。 

学校関係者評価委員会の評価 学校外における生徒の服装について、乱れが見られるため対応をお願いしたい。 

学校関係者評価委員会の評価結果

を踏まえた今後の改善方策 
特別活動課の協力のもと企画・立案し、全職員で学校の活性化、規範意識の醸成に取り組んでいく。 

 

 

    



       

重点目標 具体的取組 実現状況の達成度判断基準 集計結果 分析（成果と課題）及び次年度の扱い（改善策等） 

４ 保護者・地域から信頼される教
育活動の推進【自信を持たせ、
経験を積ませる】 
 

 

① 専門高校として地域社会と連携し

た実践的な学習を推進する。 

専門学科での地域と連携する事業や学習にお

いて実践的な取り組みができているとする肯

定的評価が 

 Ａ ７０％以上 

 Ｂ ６０％以上 

 Ｃ ５５％以上 

 Ｄ ５５％未満 

Ａ 評価 ７０％ 
（昨年 = 70%） 

【生徒の学校評価（12 月）】 

よくあてはまる 23% 

ややあてはまる 47% 

機械システム科では昨年に引き続き震災により破損した徳田地区ゴ

ミステーションの製作に取り組み、地域貢献活動を行った。総合学科

では農業系列が地域の方々や施設と連携した活動や近隣の幼稚園・保

育園の園児とのサツマイモ収穫体験、ビジネス系列は、今年度は放課

後児童クラブとの交流を行い、絵本の読み聞かせや絵本バック等を寄

贈を行った。また、演劇科は被災地での手話パフォーマンス、県内中

学校での上演を行い、好評を得た。これらの活動を軸に、今後は地域

との連携や関わりを通じた実践的な学習を学科全体でさらに進め、生

徒の自己存在感や自己肯定感を高められるよう努めていきたい。 

② 生徒が意欲的に取り組むことので

きる部活動を展開していく。 

部活動の活動日に対して、８割以上参加してい

るという肯定的評価が 

 Ａ ９０％以上 

 Ｂ ８０％以上 

 Ｃ ７０％以上 

 Ｄ ７０％未満 

Ｃ 評価 ７８％ 
（昨年 = 77%） 

【生徒の学校評価（12 月）】 

よくあてはまる 57% 

ややあてはまる 21% 

多くの生徒が部活動に加入するものの、生徒自身の課題意識の持ち

方、意欲の減退が部活動の停滞につながっている。生徒にはスモール

ステップを設定し、目標をクリアすることで得られる達成感を意欲向

上に結びつけたい。また、指導者は積極的な研修受講や他校との情報

交換、交流を通して自己の指導力の向上を図っていく。部活動の情報

発信にも努めていきたい。 

③ 本校の教育活動の様子をホームペ

ージや校門前掲示板を活用し、学

校外部へ効果的に情報を発信す

る。 

本校の教育活動の様子を学校外部に効果的に

情報発信ができているとする肯定的評価が 

 Ａ ９０％以上 

 Ｂ ８０％以上 

 Ｃ ７０％以上 

 Ｄ ７０％未満 

Ｂ 評価 ８８％ 
（昨年 = 94%） 

【教員の学校評価（12 月）】 

よくあてはまる 17% 

ややあてはまる 71% 

1 回目の評価（84％）より向上したが、昨年度末の評価より評価は下

がった。今年度は総合学科ビジネス系列の課題研究のグループが「本

校のホームページ作成・更新」について取り組み、部活動のページを

わかりやすく作成してくれた。今後生徒が作成した動画や表紙ページ

を掲載、更新する予定である。これからも学校行事の様子や３つの学

科の活動内容、部活動の内容など、多種多様な情報発信に努めていき

たい。 

学校関係者評価委員会の評価 成果発表会を中学生が見られるようにしてほしい。ホームページにある学校紹介について生徒からの発信を検討してほしい。 

学校関係者評価委員会の評価結果

を踏まえた今後の改善方策 
今後生徒が作成した動画や表紙ページを掲載、更新する予定で、これからも学校行事の様子や３つの学科の活動内容、部活動の内容などの情報発信に努めていきたい。 

    

       

重点目標 具体的取組 実現状況の達成度判断基準 集計結果 分析（成果と課題）及び次年度の扱い（改善策等） 

５ 教職員の働き方改革の推進 ① 教職員一人ひとりが、有機的に連

携協働し、具体的な手立てを明確

にすることを通して、業務の効率

化に対する意識を高め、働き方改

革を推進する。 

教職員一人ひとりが、意図的・計画的に時間外

勤務の減少に向けて取り組んでいるとする肯

定的評価が 

 Ａ ９０％以上 

 Ｂ ８０％以上 

 Ｃ ７０％以上 

 Ｄ ７０％未満 

Ｂ 評価 ８６％ 
（昨年 = ８８%） 

【教員の学校評価（12 月）】 

よくあてはまる 24% 

ややあてはまる 62% 

昨年比 2％の減少でＢ評価となった。9 月から 11 月にかけて行事、部

活動大会が多く、若手教員を中心に部活動指導、検定補習等、業務で

の時間外勤務が増加した。業務の平準化や教職員各自による定時退校

日２日の設定を行っているが、今後は業務を勤務時間内で終わらせる

タイムマネジメント意識の向上を図り、ライフワークバランスのとれ

た働き方ができるよう努めていきたい。 

学校関係者評価委員会の評価 専門高校としての魅力発信、ラジコンカーなどの大会参加と並行して働き方改革を推進してほしい。 

学校関係者評価委員会の評価結果

を踏まえた今後の改善方策 
教育の質を担保していく中で、業務の計画的な進め方ができるタイムマネジメント意識向上を図っていく。 



 


